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運営組織について
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団体名 浜名湖ガーデンツーリズム推進会議

会長 （公財）浜松市花みどり振興財団理事長 塚本こなみ
※日本の女性樹木医の第一号者、足利フラワーパークの大藤の移植を行う

構成団体
・舘山寺温泉観光協会・奥浜名湖観光協会・袋井市観光協会・掛川観光協会
・森町観光協会・静岡県・浜松市・湖西市・森町・袋井市・掛川市
・事務局︓（公財）浜松・浜名湖ツーリズムビューロー（地域連携DMO）
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実施体制

団体の概要



2

構成庭園

はままつフラワーパーク 浜名湖ガーデンパーク 浜松城公園・松韻亭

加茂荘花鳥園龍潭寺 小國神社

可睡ゆりの園

構成庭園の選定基準

・固有の地域資源を活かした“感動”を与える特別な魅力がある
・説明対応出来るスタッフ等の受入体制が整備されている
・多言語対応など外国人受入体制が整備されている
・他の地域や施設と連携して盛り上げる情熱を有している



事業概要

3

2019年10月シンポジウム（238名参加） 2020年3月 共通入場券販売開始

2．広域周遊事業

3．インナープロモーション事業 6．インバウンド事業

・共通入場券の販売
・花の集印帳の販売

・シンポジウムの開催
・地元百貨店へのブース出展 ・施設情報の英語翻訳（観光庁の支援事業）

4．旅行商品及びモデルルート造成事業

・公式パンフレット（モデルコース）作成
・旅行雑誌へのモデルルート掲載
・JR専用の入場券販売

1．デジタル情報発信事業

・公式ホームページの立上げ
・SNSマーケティング

5．構成庭園のおもてなし向上事業

・推進会議メンバーの公式視察

2021年1月 百貨店へのブース出展



事業例
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■ おにわさんと巡るガーデンツアー
・おにわさん（浜松市出身）
・庭園WEBメディアを運営
・インスタフォロワー1万7千人

1．デジタル情報発信事業
「SNSマーケティング」

2．広域周遊事業
「花の集印帳」

■ 浜名湖花めぐり花の集印帳
・18箇所26種の花のスタンプをご集印
・集印帳は毎年新色を発売
・集印帳は11箇所で販売

SNSによるブランド力の向上 連携事業者をつなぐ広域周遊の推進

 実施日︓2020年12/7,8
 小堀遠州と中根金作ゆかりの庭園を中心
に11の庭園やガーデンを巡る

 実施期間︓毎年2月1日～6月末
 浜名湖花フェスタとアメイジングガーデ
ン浜名湖の構成施設の周遊施策



約束と将来ビジョン
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今後も地域一帯となって感動の輪を広げ
“日本の花と庭園観光の中心地”を目指します。

1. 継続的に構成庭園の磨き上げを行います
2. 庭園と地域住民との連携を行います
3. 地域経済の活性化に寄与します

お客様に“感動”をお届けするための3つの約束


